
 

 

 

 

 

 

 

新学期がスタートしてひと月以上が経ちました。新入生の皆さんは、そろそろ大学生活に慣れてきましたか？落ち着

いてきたら、ぜひ図書館にも足を運んでみてくださいね。授業や課題で必要な本を探すのはもちろんのこと、ふらりと

立ち寄ったときに、素敵な本に出合えるかもしれません。ぜひ、大学生活のあいだにたくさんの本を読んでください！ 

 

 

 

 

この広報誌『梅だより』は、尚絅学院大学図書館の広報紙である。そこで、あらためて図書館について考えてみよう。 

「図書館」を『広辞苑』でひいてみると次のように記してある。 

「（library）(明治中期の訳語。それまでズショカンといった)図書・記録その他の資料を収集・整理・保管し、必要とする

人の利用に供する施設。旧訳、書籍館（しょじゃくかん）。」と。 

さて、図書館にあるものは、当然ながら本や雑誌や DVD等であり、それらを利用者に貸し出している。 

ところが、貸本業（本のレンタル業）とは違う。貸本業の場合は貸し借りの際に貸借料（レント）が発生するが、図書

館の場合には、貸借料（レント）は生じない。なぜなら、図書館の目的は、本の貸し借りによる利益の追求ではないから

と考えられる。 

さて、毎年、この時期に話題になる本の一つに「本屋大賞」がある。ご存じのように「本屋大賞」は書店のスタッフに

よって一押しの作品が選ばれるものであるから、多くの読者の支持を得る可能性が高いものである。事実、「本屋大賞」を

受賞した本は、多くの書店でかなりの部数が山積みになっている。 

2014年の「本屋大賞」は和田竜『村上海賊の娘』であり、その前年（2013年）の「本屋大賞」は百田尚樹『海賊とよば

れた男』であった。さらに、その前年（2012年）は三浦しをん『舟を編む』であった。 

さて、この 3冊を図書館の蔵書検索から探してみると、面白いことがわかってくる。たとえば、公共図書館の一つ宮城

県図書館のホームページから蔵書検索をしてみると、きちんとこの 3冊は所蔵されている。 

ところが、尚絅学院大学図書館には、「なんと！3冊ともない！」のである。これは、尚絅学院大学図書館の「怠慢なの

か！？」。 

ちなみに、尚絅学院大学図書館には「本屋大賞」を受賞した作品のうち、近いものでは伊坂幸太郎『ゴールデンスラン

バー』は所蔵されている。もちろん、この本は宮城県図書館にも所蔵されている。尚絅学院大学図書館の場合、この本の

所蔵は「本屋大賞」の受賞というよりも、著者が宮城県在住であることがその所蔵理由と考えられる。 

さて、尚絅学院大学図書館には、なぜ「本屋大賞」受賞の本が所蔵されていないのか。 

この問いに対するひとつの答えは、公共図書館と大学図書館の性格の違いである。公立図書館は、広く多くの市民に図

書に親しんでもらうことをひとつの目的としている。したがって、当然ながら様々な分野の図書を所蔵しておく必要があ

る。逆にいえば、特定の分野の絞り込みは避けなければならない。 

これに対して、大学図書館の目的は、大学生や大学院生や教員の学業と研究の向上に寄与することにある。その意味で

は、様々な分野を広範囲に、というよりも大学の学業や研究に貢献する特定の専門分野に特化することがその図書の収集・

所蔵には求められる。 

ここで、私の専門分野の経済学に限って図書の所蔵を検索してみよう。 

たとえば、有名な「経済学の祖」と言われるアダム・スミスの『国富論』（訳書・上下巻他）は、宮城県図書館と尚絅学

院大学図書館の両方に所蔵されているが、最も新しい訳書の山岡洋一訳（日本経済新聞出版社、上下巻）は宮城県図書館

には所蔵されていない。また、公共選択論の分野では定番となっているデニス・ミューラー『ハンドブック公共選択の展

望』（訳書・全 3巻）についてみると、第 1巻だけは宮城県図書館に所蔵はあるが、第 2巻と第 3巻の所蔵はない。さらに、

オリバー・ウィリアムソン『市場と企業組織』（訳書）やダグラス・ノース『経済史の構造と変化』（訳書）は宮城県図書

館に所蔵されていない。もちろん、これらの図書は尚絅学院大学図書館にはすべて所蔵されている。 

このように、図書館と言っても、その目的や性格や貸し出し対象者の違いなどによって、図書や雑誌や DVD等の所蔵内

容が変わってくるのである。 

それぞれの図書館を訪問して、所蔵図書や雑誌等を見て、図書館の違いを観察してくるのも、図書館の楽しみ方の一つ

と言えそうである。 

梅だより  

Shokei Gakuin University Library Mail No.51 

 

図書館って、何だべ？ ―「図書館」について考えてみよう― 
尚絅学院大学図書館長 髙橋 真  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


